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3/24　市立不知火保育園で閉園セレモニーが行われ

ました。これは、同園が4月1日から私立保育園として

社会福祉法人わかき福祉会に運営されることから開かれ

たもの。43回目の卒園式に引き続き、地域住民なども

多数参加して行われました。オープニングでは園児たち

による歌が披露された後、参加者全員が手をつなぎ輪に

なってダンス。 フィナーレではたくさんの風船が空に

飛ばされ、笑顔に包まれたセレモニーになりました。

「不知火保育園閉園セレモニー」

43年の歴史を終え新しく生まれ変わる

参加者全員によるダンス「虹」

3/25　市は、株式会社髙島屋（本社 : 大阪市中央区　

村田善
よ し お

郎代表取締役社長）と市の活性化などに関して互

いに連携していくための協定を、市役所で締結しました。

これは、それぞれの持つ資源を有効に活用した「ふるさ

と納税の推進」「特産品の販売促進」などが目的で、県内

初。式に参加した同社の牧野泉執行役員は「この協定を

きっかけにいろいろな宇城市の産品を紹介し、発展的な

取り組みも進めていきたい」と話しました。

県内初　髙島屋と連携協定締結

宇城市の魅力ある産品を全国にお届け

守田憲史市長（左）と牧野執行役員

4月　写真は不知火町古屋敷地区に植えられた約2,000

本のツツジ。毎年4月中旬に見ごろを迎えます。

　このツツジ園は、同地区に住む丸目深さん（84）が50

年ほど前から始めたもの。約3,000㎡の敷地には、色と

りどりのツツジや芝桜が所狭しと植えられています。丸

目さんは「人に喜んでもらえるようなことができないか

と始めたが、毎年来てくれる顔見知りも増え、今ではこ

ちらが元気をもらっている」と笑顔を見せました。

丸目さん家のツツジ園

咲き誇るツツジのじゅうたん

毎年4月中旬から下旬にかけて見ごろを迎えます

3/24　松橋町の宇城クリーンセンターで「うき・宇城

エコフェスタ」が開かれました。宇城広域連合の主催。

不用品となった家具や自転車を修理したリユース品の抽

選会やフリーマーケット、エコ川柳の表彰式などがあり、

多くの来場者でにぎわいました。エコ川柳低学年の部で

入選した緒方彩
い ぶ き

吹さん（9）＝松橋町＝は「家族がごみを分

別するのを面倒だと言っているのを聞いて、思いついた

ことを詠んだ」と話していました。

「うき・宇城エコフェスタ2019」が3年ぶりに開催

不用品からエコな暮らしを考える

品定めをする人たち

3/24　不知火町の御領5区児童公園でふれあいスポー

ツ大会が開かれました。これは、新興住宅地であった御

領5区が、新しく住み始めた住民同士が触れ合う機会を

つくろうと始めたもので、今年で20回目。この日はオ

リジナル競技5種目が行われ、約170人の参加者たちが

合計点を競いました。嘱託員の松尾恵介さんは「この大

会が、新しい住民の参加もあって長く続けてこられたこ

とがうれしい」と話していました。

「御領5区ふれあいスポーツ大会」

地域の絆をつないで20年

オリジナル種目の「狙え逆転 !（新）出た目で勝負」

4/5　旭日単光章を受章した石村德
と く お

雄さん（88）＝豊野町

＝に、市役所で守田憲史市長から勲記が手渡されました。

　この受章は、平成3年から12年間、豊野町（村）議会

議員として活躍し、町（村）政に大きく貢献したことが

評価されたもの。特に当時の若い人たちの中に多くあっ

た意見をくみ、「村」から「町」への移行にも尽力しました。

　石村さんは、「今があるのは亡くなった妻と地域の皆

さんが支えてくれたおかげ」と語りました。

旧豊野町議 石村さん「旭日単光章受章伝達式」

「村」から若者が自慢できる「町」へ

守田市長（左）と石村さん

3/22　不知火町と松橋町をつなぐ大野川橋（長さ94.5

㍍）の架橋工事が完了し、橋名板を書いた不知火中と松

橋中の生徒4人に市とコーアツ中内共同企業体から感謝

状と記念品が贈られました。同橋は、2020年3月に全線

開通を目指している市道長崎久具線の一部。両町を結ぶ

ことから、市が両中に揮毫を依頼。不知火中の濵朋
と も か

花さ

ん（13）と辛川唯さん（14）は「残るものなので恥ずかしい

気持ちもあるが、うれしい」と話しました。

大野川橋の橋名板を中学生が揮
き ご う

毫

輝く橋名板を除幕

左から西咲
さ く ら

良さん、大崎桃子さん、辛川さん、濵さん

4/5　道の駅不知火に設置された「幸せの鐘」の完成を祝

う式典が開かれました。この鐘は、新たな観光名所をつ

くろうと宇城市、宇土市、美里町と県などでつくる宇城

地域観光推進協議会が設置。地元特産の果物「不知火」の

木をモチーフにした鉄製の枝から下がる大・中・小3つ

の金色の鐘が、それぞれ違った音色を響かせます。同協

議会では今後、すでに設置してある宇土市と美里町の鐘

を含めた3カ所の鐘を巡るイベントを企画する予定です。

「幸せの鐘」 完成記念式典

宇城地域をつなぐ鐘が鳴り響く

市長らがテープカット 金色に光る鐘
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